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おねっこたっこ
一年の無病息災を祈願して・・・
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謹んで新年の
　お慶びを申し上げます
謹んで新年の
　お慶びを申し上げます

議
長
あ
い
さ
つ

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
々
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
、
初
春
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
は
、
一
昨
年
は
口
蹄
疫
・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
昨

年
は
新
燃
岳
の
爆
発
的
大
噴
火
と
２
年
間
に
わ
た
っ
て
、
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
燃
岳
大
噴
火
か
ら
の
復
旧
・
復
興
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

で
す
が
、
深
刻
化
す
る
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
は
、

本
町
と
し
て
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身
近
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
23
年
４
月
現
在
、
32
・
9
％

と
な
り
本
町
の
人
口
の
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

と
い
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
う
ち
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
20

・
1
％
と
本
町
の
人
口
の
約
５
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
の
高

齢
者
と
い
う
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
も
っ
て
福
祉
の
充
実
が
求

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
と
も
な
う
人
口
の
減

少
は
、
労
働
人
口
の
減
少
も
意
味
し
て
お
り
、
人
手
不
足
と

な
り
、
高
齢
者
等
の
介
護
・
介
助
の
手
も
不
足
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
人
口
減
少
、
少
子
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
町

の
あ
り
様
を
考
え
る
時
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

︵
地
域
社
会
・
共
同
体
︶
の
再
生
こ
そ
が
最
重
要
課
題
で
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
昔
あ
っ
た
ご
近
所
同
士
の
助
け
合
い
、

相
互
扶
助
・
相
互
協
力
が
ま
す
ま
す
も
っ
て
重
要
と
受
け
止

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
議
会
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
身
近
な
最
重
要
課
題
で

あ
る
本
町
の
福
祉
の
充
実
に
も
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
課
題

解
決
に
挑
み
、
さ
ら
な
る
高
原
町
の
発
展
の
た
め
に
、
邁
進

致
す
所
存
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
、
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、

念
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。　
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○
高
原
町
老
人
福
祉
館
高
千
穂

　
荘
及
び
高
齢
者
工
芸
セ
ン
タ

　
ー
の
利
活
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
前
原
　
淳
一
議
員

︵
問
︶
老
人
福
祉
館
は
整
理
し
て
手

　
を
加
え
れ
ば
立
派
に
活
用
が
出
来

　
る
。
小
中
学
生
に
宿
泊
体
験
や
陶

　
器
に
よ
る
記
念
品
づ
く
り
や
湯
飲

　
み
等
を
高
齢
者
に
配
る
な
ど
す
れ

　
ば
ふ
れ
あ
い
の
場
が
生
ま
れ
る
と

　
思
う
が
。

︵
答
︶
老
人
福
祉
館
の
代
替
施
設
と

　
し
て
ほ
ほ
え
み
館
が
出
来
た
。
ま

　
た
、
町
内
に
も
温
泉
施
設
等
も
増

　
え
た
。
廃
館
を
視
野
に
入
れ
検
討

　
す
る
。

　
　
高
齢
者
工
芸
セ
ン
タ
ー
は
高
齢

　
者
工
芸
グ
ル
ー
プ
、
生
涯
学
習
講

　
座
等
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
木
工

　
施
設
は
ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
検
討
す

　
る
。 一  

般  

質  

問

︵
問
︶
郷
土
資
料
館
の
展
示
品
は
皇

　
子
原
公
園
に
移
し
た
ら
ど
う
か
。

︵
答
︶
関
係
者
と
の
協
議
が
必
要
だ

　
か
ら
今
は
郷
土
資
料
館
を
整
理
し

　
な
が
ら
展
示
で
き
る
よ
う
に
し
て

　
い
く
。

○
新
燃
岳
噴
火
災
害
に
つ
い
て

︵
問
︶
防
災
対
策
は
万
全
か
。

︵
答
︶
避
難
計
画
を
作
成
し
備
え
て

　
い
る
。
又
南
北
狭
野
地
区
の
自
主

　
防
災
組
織
へ
防
災
用
品
の
整
備
を

　
行
う
。

︵
問
︶
大
規
模
噴
火
の
時
の
避
難
方

　
法
は
。

︵
答
︶
避
難
方
法
や
ル
ー
ト
、
場
所

　
等
に
つ
い
て
講
習
会
や
チ
ラ
シ
配

　
布
な
ど
周
知
徹
底
を
図
る
。

　
避
難
訓
練
は
引
き
続
き
実
施
し
て

　
い
く
。

︵
問
︶
火
災
発
生
時
の
対
応
は
。

︵
答
︶
警
戒
態
勢
を
敷
き
即
座
に
対

　
応
で
き
る
状
態
を
取
り
、
住
宅
に

　
及
ぶ
火
災
に
は
、
小
林
の
広
域
消

　
防
の
応
援
態
勢
も
計
画
さ
れ
て
い

　
る
。

︵
問
︶
警
戒
レ
ベ
ル
３
で
も
勧
告
を

　
出
す
の
か
。

︵
答
︶
県
・
気
象
台
・
国
土
交
通
省

　
等
と
協
議
を
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

︵
問
︶
危
険
区
域
に
整
備
さ
れ
る
拡

　
声
器
は
ど
の
程
度
で
設
置
場
所
は

　
何
処
に
な
る
の
か
。

︵
答
︶
拡
声
器
は
４
方
向
ラ
ッ
パ
式

　
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
既
定
地
区
を

　
中
心
に
４
機
で
、
設
置
場
所
は
消

　

　
防
団
、
地
元
区
長
と
協
議
の
上
検

　
討
す
る
。

︵
問
︶
牛
の
避
難
は
ス
ト
レ
ス
と
見

　
ら
れ
る
障
害
が
多
い
。
し
っ
か
り

　
と
し
た
基
準
が
必
要
で
は
。

︵
答
︶
今
後
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
沿

　
っ
て
体
制
の
整
っ
た
畜
舎
と
、
環

　
霧
島
、
ま
た
災
害
応
援
協
定
等
で

　
隣
接
す
る
市
町
に
お
願
い
を
し
て

　
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

　
る
。

○
介
護
保
険
法
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
　
昇
議
員

︵
問
︶
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
市
町

　
村
は
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

　
総
合
事
業
を
創
設
で
き
る
。
総
合

　
事
業
は
要
支
援
と
介
護
保
険
非
該

　
当
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
事
業
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
変
わ
り
に
公
民

　
館
で
の
不
定
期
の
通
所
サ
ー
ビ
ス

　
ま
た
、
訪
問
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が

　
無
資
格
者
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
の
家
事
サ
ー
ビ
ス
へ
と
変
わ
る
こ

　
と
も
起
こ
り
か
ね
な
い
。
町
で
は

　
実
施
さ
れ
る
の
か
。

11
月
臨
時
会

質
疑  

︵
答
︶
年
度
末
に
国
か
ら
示
さ
れ
る

　
﹁
手
引
書
﹂
を
も
と
に
事
業
に
取

　
り
組
ん
で
い
く
。

︵
問
︶
﹁
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

　
訪
問
看
護
介
護
﹂
と
い
う
新
サ
ー

　
ビ
ス
が
導
入
さ
れ
る
。
し
か
し
、

　
深
刻
な
人
材
不
足
の
中
、
重
度
の

　
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
保
障
す
る

　
十
分
な
職
員
体
制
が
確
保
で
き
る

　
か
も
不
明
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど

　
う
考
え
る
か
。

︵
答
︶
検
討
す
べ
き
課
題
が
多
々
あ

　
る
。

○
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

　
に
つ
い
て

︵
問
︶
﹁
介
護
保
険
事
業
計
画
﹂
策

　
定
に
際
し
て
は
﹁
日
常
生
活
圏
域
﹂

　
に
お
け
る
﹁
ニ
ー
ズ
調
査
﹂
を
実

　
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
高

　
齢
者
の
生
活
実
態
や
介
護
ニ
ー
ズ

　
を
つ
か
み
直
す
こ
と
が
重
要
だ
が

　
取
り
組
み
は
。

︵
答
︶
町
内
の
65
歳
以
上
の
一
般
高

　
齢
者
及
び
要
介
護
認
定
者
、5
0
0

　
人
を
対
象
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
。

　
結
果
を
基
に
計
画
策
定
中
で
あ
る
。

︵
問
︶
第
５
期
の
介
護
保
険
料
設
定

　
に
あ
た
り
、
負
担
軽
減
を
は
か
る

　
た
め
に
介
護
給
付
費
準
備
基
金
等

　
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

︵
答
︶
第
５
期
の
介
護
保
険
料
は
増

　
額
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
、
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基

　
金
の
活
用
を
念
頭
に
町
の
実
情
に

　
あ
っ
た
介
護
保
険
料
を
決
定
す
る
。

○
保
健
事
業
に
つ
い
て

︵
問
︶
研
修
先
の
内
灘
町
で
は
、
町

　
独
自
で
５
歳
児
健
診
を
行
い
、
発

　
達
障
害
の
早
期
発
見
、
早
期
療
育

　
を
行
っ
て
い
た
。
本
町
で
も
取
り

　
組
み
を
。

︵
答
︶
５
歳
児
健
診
に
つ
い
て
は
、

　
３
歳
児
健
診
で
対
応
で
き
て
い
る
。

○
承
認
第
13
号
、
専
決
処
分
、

　
平
成
23
年
度
高
原
町
一
般
会

　
計
補
正
予
算
︵
第
６
号
︶

　
　
　
　
　
　
　
前
原
　
淳
一
議
員

︵
問
︶
農
業
用
施
設
及
び
公
共
土
木

　
施
設
の
内
容
は
。

︵
答
︶
道
路
の
土
砂
の
排
除
、
水
路

　
の
土
砂
の
排
除
、
農
道
の
泥
の
排

　
除
、
又
は
、
立
木
等
の
倒
木
の
排

　
除
や
水
路
の
機
能
を
回
復
す
る
工

　
事
で
あ
る
。

○
議
案
第
52
号
一
般
職
の
給
与

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
　
昇
議
員

︵
問
︶
今
回
の
改
定
は
、
総
額
で
幾

　
ら
に
な
る
か
、
又
、
組
合
等
の
交

　
渉
は
ど
う
な
の
か
。

▲高齢者工芸センター

▲4方向ラッパ式拡声器

写真はイメージです。
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︵
答
︶
工
場
用
の
排
水
が
調
整
池
に

　
入
ら
な
い
よ
う
に
新
し
い
水
路
を

　
設
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
公
雄
議
員

︵
問
︶
観
光
費
30
万
円
の
内
容
は
。

︵
答
︶
平
成
23
年
12
月
3
日
・
4
日

　
で
東
京
都
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ

　
る
全
国
町
村
会
主
催
の
物
産
展
に

　
参
加
す
る
。

○
議
案
第
55
号
西
諸
広
域
行
政
事

　
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
公
雄
議
員

︵
問
︶
市
町
村
圏
基
金
の
配
分
に
つ

　
い
て
ど
の
よ
う
な
協
議
が
さ
れ
た

　
の
か
。

︵
答
︶
基
金
の
配
分
等
に
つ
い
て
は
、

　
構
成
市
町
の
幹
事
会
、
合
同
会
議

　
等
で
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、

　
具
体
的
な
こ
と
は
、
決
ま
っ
て
お

　
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
事
務
方
レ
ベ

　
ル
で
協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

　
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
議
案
第
57
号
高
原
町
廃
棄
物
の

　
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

︵
答
︶
78
名
の
職
員
が
対
象
で
、
影

　
響
額
は
１
１
６
万
６
千
円
で
す
。

　
10
月
24
日
、
11
月
16
日
、
11
月
18

　
日
に
組
合
交
渉
を
行
っ
た
。

○
議
案
第
53
号
物
品
購
入
契
約

　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
公
雄
議
員

︵
問
︶
指
名
競
争
入
札
の
内
容
と
契

　
約
金
額
は
。

︵
答
︶
い
す
ゞ
自
動
車
、
日
野
自
動

　
車
の
２
社
に
よ
る
競
争
入
札
で
す
。

　
契
約
金
額
は
、
１,
５
２
２
万
９
千

　
円
で
あ
る
。

○
議
案
第
54
号
平
成
23
年
度
高
原

　
町
一
般
会
計
補
正
予
算︵
第
７
号
︶

　
　
　
　
　
　
　
温
谷
　
文
雄
議
員

︵
問
︶
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
の
公
有
財
産
購
入
費
30
万
円
の
内

　
訳
は
。

︵
答
︶
奥
・
赤
木
八
重
線
の
工
事
で

　
ジ
オ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
工
法
を
と
る

　
為
に
買
収
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
前
原
　
淳
一
議
員

︵
問
︶
四
位
農
園
の
進
入
路
の
形
は
。

︵
答
︶
大
型
車
両
の
進
入
に
耐
え
ら

　
れ
る
よ
う
、
表
層
の
ア
ス
フ
ァ
ル

　
ト
の
厚
み
、
路
盤
工
の
砕
石
の
厚

　
み
の
打
ち
か
え
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
　
　
議
員

︵
問
︶
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団
地
の

　
排
水
の
整
備
は
。

　
　
　
　
　
　
　
温
谷
　
文
雄
議
員

︵
問
︶
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
と
は
、

　
ど
こ
な
の
か
。
ま
た
、
技
術
管
理

　
者
の
仕
事
、
そ
の
事
務
内
容
は
。

︵
答
︶
霧
島
美
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
仕
事
の
内
容
は
、
現
在
の
仕
事
内

　
容
と
同
じ
で
す
。

○
議
案
第
58
号
高
原
町
営
住
宅
の

　
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
　
　
議
員

︵
問
︶
一
人
で
の
入
居
は
何
戸
な
の

　
か
。

︵
答
︶
現
在
50
戸
で
す
。

︵
問
︶
今
後
、
公
営
住
宅
の
設
置
に

　
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
検

　
討
し
、
子
育
て
世
代
の
方
々
の
入

　
居
が
公
営
住
宅
に
関
係
な
く
で
き

　
る
よ
う
な
施
策
を
打
ち
出
し
て
も

　
ら
い
た
い
と
思
う
の
だ
が
。

︵
答
︶
公
営
住
宅
の
在
り
方
、
住
宅

　
等
の
整
備
、
さ
ら
に
公
共
及
び
民

　
間
活
力
を
利
用
し
取
り
組
ん
で
ま

　
い
り
ま
す
。

○
議
案
第
60
号
高
原
町
水
道
事
業

　
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技

　
術
管
理
者
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
公
雄
議
員

︵
問
︶
工
事
監
督
者
並
び
に
技
術
管

　
理
者
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
で

　
す
が
、
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
を

　
職
員
の
中
か
ら
採
用
す
る
の
か
、

　
ま
た
、
今
ま
で
管
理
者
が
ど
う
い

　
う
管
理
を
さ
れ
て
い
た
の
か
。

︵
答
︶
現
在
、
職
員
の
中
で
は
、
技

　
術
管
理
者
の
有
資
格
者
が
２
名
お

　
り
ま
す
が
、
上
下
水
道
課
に
は
い

　
な
い
た
め
、
資
格
取
得
講
習
会
に

　
参
加
し
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
布
設
工
事
監
督
者
の
有

　
資
格
者
は
職
員
の
中
に
は
お
り
ま

　
せ
ん
。
現
在
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
に
管
理
委
託
を
お
願
い
し
て
お
り

　
ま
す
。

○
議
案
第
61
号
財
産
の
取
得
に
つ

　
い
て

　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
公
雄
議
員

︵
問
︶
高
原
町
総
合
運
動
公
園
事
業

　
用
地
取
得
に
係
る
１
㎡
単
価
は
。

︵
答
︶
前
年
度
と
同
等
の
価
格
で

　
8,
0
1
4
円
で
購
入
し
て
お
り

　
ま
す
。

○
議
案
第
62
号
平
成
23
年
度
高
原

　
町
一
般
会
計
補
正
予
算︵
第
８
号
︶

　
　
　
　
　
　
　
北
迫
　
　
泉
議
員

︵
問
︶
企
画
費
の
中
の
地
域
交
通
機

　
関
運
行
維
持
対
策
事
業
の
迂
回
ル

　
ー
ト
の
距
離
数
は
。
ま
た
、
迂
回

　
ル
ー
ト
の
運
行
は
、
何
日
間
だ
っ

　
た
の
か
。

︵
答
︶
小
林
・
祓
川
線
は
通
常
、
運

　
行
距
離
は
、
18
・
4
キ
ロ
メ
ー
ト

　
ル
で
す
が
、
今
回
の
迂
回
ル
ー
ト

　
に
伴
う
距
離
数
は
、
５
キ
ロ
メ
ー

　
ト
ル
増
で
21
日
間
で
す
。

︵
問
︶
住
宅
管
理
費
の
修
繕
料
は
入

　
居
者
の
退
去
後
の
修
繕
か
、
違
え

　
ば
ど
う
い
う
修
繕
な
の
か
。

︵
答
︶
入
居
者
の
退
去
後
の
修
繕
で

　
す
。
一
部
の
町
営
住
宅
で
は
、
老

　
朽
化
が
進
ん
で
い
る
為
、
補
強
、

　
修
繕
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

　
入
居
者
が
退
去
時
に
折
半
で
修
繕

　
を
行
う
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
退

　
去
者
の
放
棄
が
多
く
な
り
、
修
繕

　
料
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

︵
問
︶
災
害
対
策
費
の
自
主
災
害
組

　
織
育
成
助
成
事
業
は
。

︵
答
︶
南
狭
野
、
北
狭
野
地
区
に
自

　
主
防
災
組
織
の
資
機
材
と
し
て
、

　
備
蓄
槽
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
発
電
機
、

　
救
助
工
具
セ
ッ
ト
、
投
光
器
な
ど

　
を
購
入
い
た
し
ま
す
。
ほ
ぼ
1
0
0

　
％
の
補
助
で
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
入
佐
　
廣
登
議
員

︵
問
︶
口
蹄
疫
に
対
し
て
の
購
買
者

　
対
策
と
し
て
、
対
象
頭
数
は
、
何

　
頭
ぐ
ら
い
を
考
え
て
い
る
の
か
。

︵
答
︶
対
象
頭
数
は
、
２
月
期
、
３

　
月
期
を
合
わ
せ
ま
し
て
、１,
０
１
７

　
頭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

︵
問
︶
台
風
15
号
に
よ
る
災
害
箇
所

　
と
地
区
名
は
。

︵
答
︶
農
地
が
10
箇
所
で
、
広
原
が

　
４
箇
所
、
西
麓
が
２
箇
所
、
後
川

　
内
が
４
箇
所
で
す
。
ま
た
、
農
業

　
用
施
設
は
、
13
箇
所
で
、
広
原
が

　
４
箇
所
、
蒲
牟
田
が
１
箇
所
、
後

　
川
内
が
８
箇
所
で
す
。

︵
問
︶
口
蹄
疫
対
策
の
今
後
の
取
り

　
組
み
は
。

︵
答
︶
現
在
行
っ
て
い
る
事
業
等
を

12
月
定
例
会

質
疑  
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取
り
入
れ
な
が
ら
、
口
蹄
疫
対
策

　
等
に
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
　
　
議
員

︵
問
︶
新
燃
岳
噴
火
災
害
復
旧
基
金

　
事
業
の
補
正
予
算
１
３
７
万
８
千

　
円
の
根
拠
は
。

︵
答
︶
新
燃
岳
噴
火
災
害
復
旧
基
金

　
事
業
の
商
品
券
配
布
事
業
で
当
初

　
１
万
人
分
２
千
万
円
を
計
上
し
て

　
い
ま
し
た
が
、
噴
火
日
以
降
出
生

　
者
や
死
亡
者
、
転
入
者
含
め
６
８
９

　
名
分
、
１
人
２
千
円
の
１
３
７
万

　
８
千
円
が
不
足
し
た
た
め
。

︵
問
︶
新
燃
岳
噴
火
関
連
の
防
災
事

　
業
の
拡
声
器
、
受
令
機
等
４
機
、
４

　
ヶ
所
の
場
所
と
今
後
も
計
画
的
に

　
設
置
さ
れ
る
の
か
。

︵
答
︶
防
災
事
業
に
つ
い
て
今
回
は
、

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
危
険
区

　
域
の
４
ヶ
所
に
設
置
し
、
そ
の
箇

　
所
に
つ
い
て
は
地
形
の
問
題
も
あ

　
り
専
門
業
者
や
地
元
区
長
の
意
見

　
も
聞
き
設
置
す
る
。
ま
た
今
後
に

　
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

︵
問
︶
成
人
式
の
報
償
費
52
万
５
千

　
円
の
イ
ベ
ン
ト
経
費
に
つ
い
て
は
。

︵
答
︶
永
井
龍
雲
さ
ん
が
作
詞
・
作

　
曲
し
た
﹁
高
原
ロ
マ
ン
﹂
を
高
原

　
町
に
寄
贈
さ
れ
高
原
町
は
Ｃ
Ｄ
を

　
作
っ
た
。
成
人
式
で
本
人
の
演
奏

　
と
新
成
人
者
に
Ｃ
Ｄ
を
寄
贈
す
る

　
経
費
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
　
昇
議
員

︵
問
︶
消
防
施
設
費
の
屋
外
拡
声
器

　
の
供
用
開
始
は
い
つ
頃
に
な
る
の

　
か
。
ま
た
、
防
災
訓
練
は
、
自
主

　
防
災
組
織
で
計
画
書
を
作
成
し
、

　
行
う
の
が
当
然
だ
ろ
う
が
、
行
政

　
の
ほ
う
で
、
主
導
的
に
行
う
よ
う

　
に
す
る
ほ
う
が
、
や
り
や
す
く
な

　
る
の
で
は
。

︵
答
︶
供
用
開
始
に
つ
い
て
は
、
可

　
決
後
、
３
月
中
旬
頃
ま
で
に
は
設

　
置
す
る
予
定
で
す
が
、
な
る
べ
く

　
早
く
工
事
を
済
ま
せ
、
供
用
開
始

　
を
し
た
い
。
防
災
訓
練
に
つ
い
て

　
は
、
公
的
な
機
関
を
加
え
た
訓
練

　
が
望
ま
し
い
。

︵
問
︶
拡
声
器
の
供
用
開
始
後
は
、

　
消
防
信
号
か
、
防
災
信
号
に
な
る

　
の
か
。
ま
た
、
防
災
訓
練
は
、
役

　
場
の
ほ
う
で
指
導
し
て
や
っ
て
い

　
く
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

︵
答
︶
拡
声
器
と
受
信
設
備
制
御
装

　
置
を
連
動
で
き
る
の
か
、
業
者
と

　
協
議
を
重
ね
、
詰
め
て
い
き
た
い
。

　
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
行
政
と

　
地
元
と
一
体
に
な
っ
た
共
同
訓
練

　
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
前
原
　
淳
一
議
員

︵
問
︶
４
機
設
置
予
定
の
拡
声
器
に

　
つ
い
て
、
町
民
か
ら
、
防
災
だ
け

　
で
な
く
、
一
般
的
な
事
務
的
な
こ

　
と
も
流
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

　
と
、
将
来
的
に
は
、
町
内
全
域
拡

　
声
器
を
広
げ
て
い
く
考
え
は
な
い

　
の
か
。

︵
答
︶
今
回
、
整
備
す
る
の
は
、
移

　
動
型
の
無
線
機
の
た
め
、
防
災
以

　
外
の
利
用
は
厳
し
い
。
ま
た
、
将

　
来
的
な
防
災
無
線
の
整
備
と
な
る

　
と
莫
大
な
費
用
が
必
要
と
な
っ
て

　
く
る
。

︵
問
︶
何
年
か
掛
け
て
、
計
画
的
に

　
進
め
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
ど
う

　
か
。

︵
答
︶
防
災
体
制
、
防
災
情
報
の
体

　
制
の
あ
り
方
は
、
町
全
体
的
に
考

　
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
温
谷
　
文
雄
議
員

︵
問
︶
障
害
自
立
支
援
医
療
費
、
障

　
害
者
介
護
給
付
訓
練
等
給
付
費
の

　
対
象
者
が
そ
れ
ぞ
れ
何
名
い
る
の

　
か
。
ま
た
、
障
害
者
が
何
名
増
え

　
た
の
か
。
そ
の
増
え
た
原
因
に
社

　
会
的
背
景
が
あ
る
の
か
、
自
立
支

　
援
の
中
身
は
。

︵
答
︶
障
害
者
自
立
支
援
更
正
医
療

　
の
対
象
者
は
、
11
月
１
日
現
在
、

　
55
名
で
す
。
昨
年
度
と
比
べ
て
５

　
名
増
え
て
い
る
。
医
療
費
の
高
い

　
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
社
会
的
な

　
背
景
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
内

　
容
に
つ
い
て
は
、
一
般
医
療
を
終

　
え
、
既
に
治
癒
し
た
身
体
障
害
者
、

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
18
歳
以
上
の
方
に
対
し
て
、

　
日
常
生
活
能
力
な
ど
の
障
害
を
軽

　
減
回
復
さ
せ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

　
ョ
ン
医
療
で
す
。
介
護
給
付
、
訓

　
練
等
給
付
費
の
対
象
者
は
、
12
月

　
１
日
現
在
で
86
名
、
12
月
以
降
、

　
６
名
増
え
る
と
見
込
ま
れ
る
。
内

　
容
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
の
居
宅

　
介
護
と
、
障
害
者
支
援
施
設
等
に

　
お
け
る
通
所
者
の
入
浴
・
排
泄
・

　
食
事
の
介
護
、
生
産
活
動
機
会
の

　
提
供
等
の
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
入
所

　
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

　
施
設
入
所
者
に
対
す
る
施
設
入
所

　
支
援
、
就
労
移
行
支
援
、
非
雇
用

　
型
の
就
労
継
続
支
援
、
グ
ル
ー
プ

　
ホ
ー
ム
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
公
雄
議
員

︵
問
︶
復
興
た
か
は
る
﹁
お
い
し
い

　
農
産
物
﹂
山
盛
り
事
業
補
助
は
、

　
ど
こ
に
補
助
さ
れ
、
一
回
限
り
な

　
の
か
。

︵
答
︶
町
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、

　
小
中
学
校
の
給
食
に
地
場
産
物
を

　
活
用
促
進
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

　
補
助
金
は
、
高
原
町
農
畜
産
物
等

　
復
興
対
策
協
議
会
へ
支
出
の
予
定

　
で
、
一
回
限
り
で
す
。

︵
問
︶
消
防
服
の
更
新
の
た
め
の
予

　
算
の
内
容
は
。

︵
答
︶
消
防
団
員
の
活
動
服
の
購
入

　
費
用
で
す
。

︵
問
︶
町
民
体
育
館
修
繕
の
た
め
の

　
予
算
の
内
容
は
。

︵
答
︶
町
民
体
育
館
の
天
井
の
内
側

　
に
剥
落
し
た
天
井
板
が
落
下
し
て

　
こ
な
い
よ
う
に
、
応
急
的
に
ビ
ニ

　
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
全
面
的
に
布
設
す

　
る
工
事
で
す
。

○
議
案
第
63
号
平
成
23
年
度
高
原

　
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

　
正
予
算
︵
第
２
号
︶

　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
　
昇
議
員

︵
問
︶
特
定
検
診
の
未
受
診
者
ア
ン

　
ケ
ー
ト
の
対
象
者
は
。
ま
た
、
ア

　
ン
ケ
ー
ト
実
施
後
の
対
応
は
。

︵
答
︶
対
象
者
は
、
７
０
０
名
程
度

　
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
に
つ

　
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

　
で
公
開
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
　
　
議
員

︵
問
︶
保
険
給
付
費
の
減
額
補
正
に

　
つ
い
て
の
要
因
は
。

︵
答
︶
前
期
高
齢
者
交
付
金
は
、
前

　
期
高
齢
者
給
付
費
額
、
国
保
加
入

　
者
数
、
前
期
高
齢
者
数
な
ど
の
多

　
く
の
要
因
か
ら
、
厚
生
労
働
省
の

　
定
め
た
定
率
で
計
算
さ
れ
て
お
り
、

　
実
際
、
医
療
費
が
少
な
か
っ
た
と

　
い
う
こ
と
で
す
。

○
議
案
第
65
号
平
成
23
年
度
高
原

　
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
︵
第
２
号
︶

　
　
　
　
　
　
　
宮
司
　
　
　
議
員

︵
問
︶
西
諸
地
区
農
業
水
利
総
合
開

　
発
事
業
に
伴
う
送
・
配
水
管
移
設

　
に
係
る
39
万
円
の
補
償
費
と
負
担

　
割
合
は
。

︵
答
︶
減
価
償
却
費
を
差
し
引
い
た

　
額
が
、
補
償
金
と
し
て
計
上
し
て

　
あ
り
ま
す
。
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平成２３年　第７回臨時会議議決内容

議 

案 

番 

号

議 

決 

結 

果

承
　
認

可
　
決

可
　
決

可
　
決

①
松 

元 

茂 

春

②
鹿 

嶋 

重 

明

③
温 

谷 

文 

雄

④
前 

原 

淳 

一

⑥
入 
佐 
廣 

登

⑦
北 
迫
　  

泉

⑧
中 

村
　  

昇

⑨
清 

水 

公 

雄

⑩
森 

山
　  

勇

件　　　　　名

専決処分について　平成２３年度高原町一般会計

補正予算（第６号）

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例

物品購入契約について

平成２３年度高原町一般会計補正予算（第７号）

承　　認

第１３号

議　　案

第５２号

議　　案

第５３号

議　　案

第５４号

−

−

−

−

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

⑤
宮 

司

平成２３年　第８回定例会議議決内容

議 

案 

番 

号

議 

決 

結 

果

同
　
意

可
　
決

撤
　
回

可
　
決

可
　
決

可
　
決

①
松 

元 

茂 

春

②
鹿 

嶋 

重 

明

③
温 

谷 

文 

雄

④
前 

原 

淳 

一

⑥
入 

佐 

廣 

登

⑦
北 

迫
　  

泉

⑧
中 

村
　  

昇

⑨
清 

水 

公 

雄

⑩
森 

山
　  

勇

件　　　　　名

人権擁護委員の候補者の推薦について

西諸広域行政事務組合規約の変更について

保育所の設置及び管理に関する条例の全部を改正

する条例（撤回について）

高原町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部

を改正する条例

同　　意

第 ５ 号

議　　案

第５５号

議　　案

第５６号

議　　案

第５７号

高原町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例

議　　案

第５８号

高原町水道事業における剰余金の処分に関する条

例

議　　案

第５９号

−

−

−

−

−

−

可
　
決

高原町水道事業布設工事監督者及び水道技術管理

者に関する条例

議　　案

第６０号
−

可
　
決

財産の取得について
議　　案

第６１号
−

⑤
宮 

司
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議 

案 

番 

号

議 

決 

結 

果

可
　
決

可
　
決

可
　
決

可
　
決

当
　
選

①
松 

元 

茂 

春

②
鹿 

嶋 

重 

明

③
温 

谷 

文 

雄

④
前 

原 

淳 

一

⑥
入 
佐 
廣 

登

⑦
北 
迫
　  

泉

⑧
中 

村
　  

昇

⑨
清 

水 

公 

雄

⑩
森 

山
　  

勇

件　　　　　名

平成２３年度高原町一般会計補正予算（第８号）

平成２３年度高原町国民健康保険特別会計補正予

算（第２号）

平成２３年度高原町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第２号）

平成２３年度高原町水道事業会計補正予算（第２号）

選挙管理委員及び補充員の選挙

議　　案

第６２号

議　　案

第６３号

議　　案

第６４号

議　　案

第６５号

−

−

−

−

−

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

⑤
宮 

司

平成２３年　第８回定例会議議決内容

高
原
町
議
会
改
革
検
討

　
　
　
特
別
委
員
会
を
設
置

高
原
町
議
会
で
は
、
自
ら
が
高

原
町
議
会
を
改
革
し
今
の
時
代

に
即
応
し
た
議
会
を
目
指
す
た

め
に
、
平
成
二
十
三
年
九
月
か

ら
﹁
高
原
町
議
会
改
革
検
討
特

別
委
員
会
﹂
を
設
置
し
委
員
長

に
宮
司
　
氏
、
副
委
員
長
に
北

迫
泉
氏
、
第
一
作
業
部
会
長
に

入
佐
廣
登
氏
、
第
二
作
業
部
会

長
に
中
村
昇
氏
を
選
出
し
ま
し

た
。
既
に
検
討
委
員
会
も
両
作

業
部
会
も
会
議
を
重
ね
て
い
ま

す
。
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行  政  調  査  報  告

総務経済常任委員会
１．調査日　平成２３年１１月９日〜１０日

２．研修地　神奈川県開成町及び真鶴町

３．研修者　宮司　　、入佐廣登、前原淳一、
　　　　　　温谷文雄、森山　勇
　　　　　　（事務局）亀田光二、平川昌知

４．目　的　地方分権が加速する中で、本町議会においては、議会及び議員活動の活性化を目的に議会改
　　　　　　革特別委員会が設置された。研修先は議会基本条例を制定し、活発な議会活動が行われてい
　　　　　　る開成町と町独自のまちづくり条例を制定し、町の景観維持や美しいまちづくりに取り組ん
　　　　　　でいる真鶴町を調査した。
　　　　
　　　　　　◎開成町  人口１６，０００人　議員定数１２名

　　　　　　１．議会基本条例制定までの経過について
　　　　　　　　議員定数の論議を契機に平成２０年８月議会改革特別委員会を設置し、通年議会や議会
　　　　　　　   報告会等を試行しながら議会基本条例制定に必要な事項について検討を行い平成２２年
                        ３月に議会基本条例が制定された。

　　　　　　（１）目　的　
　　　　　　　　　議会活動の明確化と議員自身の資質の向上を図り、開かれた議会運営を基に町民と一
                           体となったまちづくりを実現する。 

　　　　　　（２）主な事項
　　　　　　　　①町民自治会、各種団体との意見交換と議会報告の実施
　　　　　　　　②一般質問の事項に対し町長の答弁書を事前に提出してもらい、本会議において議論を
　　　　　　　　　深める。
　　　　　　　　③町長に反問権付与
　　　　　　　　④通年議会（一年を通して会期）の導入

　　　　　　２．考　察
　　　　　　　　地方分権や地域主権の流れが進む中で、これからはより一層行政、議会、町民が一体と
　　　　　　　　なったまちづくりが求められる。本町議会においても議会基本条例の制定を前提とした
　　　　　　　　議会の諸改革を急ぐ必要がある。

　　　　　　◎真鶴町  人口８，４００人　議員定数１２名
　　　　　
　　　　　　１．まちづくり条例制定の背景
　　　　　　　　１９８０年〜９０年代のリゾートブームによって町の乱開発が進み、町の景観の破壊と
　　　　　　　　合わせ水源の確保が困難となったのが契機となった。開発か保全かで町民の意見が二分
　　　　　　　　した中で最終的に民意は環境の保全を選択し、平成５年まちづくり条例が制定される。

　　　　　　２．主な条例の内容
　
　　　　　　（１）土地利用のルール化
　　　　　　　　　景観地域の指定と土地利用規制規準の設定

　　　　　　（２）美しさを誘導するためのルール化
　　　　　　　　　美の規準（イメージ）を地区ごとに遵守事項として設定

　　　　　　（３）話し合いのルール化と一定の手続き
　　　　　　　　　一定規模以上の建物については届出を行い審議会、公聴会を経て議会の議決に委ねる

　　　　　　３．考　察　
　　　　　　　　都市計画法の適用に町独自の規準事項を加え、建築物と自然景観が調和するよう地域住
　　　　　　　　民の理解と協力の基にきめ細かなまちづくりが行われている。本町においても「日本で
　　　　　　　　最も美しい村」連合に加盟している町として、有しているすばらしい自然環境の保護や
　　　　　　　　創出、伝統行事等の保存、持続を目的としたまちづくり条例の制定が必要と思われる。
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１．調査日　平成２３年１１月１７日

２．研修地　石川県鳳珠郡穴水町

３．研修者　北迫　泉、中村　昇、清水公雄、鹿嶋重明、
                  松元茂春
　　　　　　（事務局）末永恵治、内村宗則

４．目　的　小・中学校再編並びに廃校舎の利活用に関する
                  取組と現在の状況について調査を行いました。

５．内　容　平成１９年度に２校の中学校を１校に、平成２０年度に５校の小学校を２校に再編した。
　　　　　　旧向洋中学校は学校法人日本航空学園へ、旧諸橋小学校は（株）ＪＴＰへ、旧鹿波小学校
　　　　　　は（株）巨峰へ貸付されている。

１．研修地　石川県河北郡内灘町

２．目　的　国民健康保険特別会計・健康づくり事業・広報普及啓発・人間ドック・その他について調
　　　　　　査を行いました。

３．内　容　高原町と内灘町を比較しました。

運営協議会開催状況…年４回  定例（決算・事業予定報告、
予算編成・事業報告）うち、ヘルスアップ事業運営委員会
２回

健康づくり事業
　人間ドック助成　　国保会計費用の７０％助成
　　　　※22 年度実績　133 件　4,222,640 円
                 (1日・36件、1泊2日・67件、脳ドック・30件)

健康ウォーク事業補助金
　金沢医科大学と提携し、ウォーキングを通じて健康保
　持と増進を図る。
　　※開催日　5月22日 参加者400人 （22年度 ８２４人）
      ※内　容　ウォーキング  4 キロ   8 キロ   12 キロ

健康ふれあいフェア
　糖尿病予防を中心に健康測定・相談ブースや運動・栄
　養指導

特定健康診査（22年度）
　対象者…4378人　受診者…1801人
　　　　（集団1158人・個別643人）　受診率４１．１％

（4/1現在）
　法定報告…4001人　受診者…1747人
　　　　（集団６割・個別４割）　受診率４３．７％
　特定保健指導対象者…228人
　　　　（動機付支援170人・積極的支援58人）
　参加者…73人（動機付支援62人・積極的支援11人）
　　　　　　　　　　　　　　　　実施率３２．０％
広報啓発
　２２年度　シリーズ化して８回掲載
　２３年度　４月号　暫定保険税通知時
　　　　　　５月号　特定健診勧奨
　　　　　１０月号特定健診勧奨・保険証交付のお知らせ

行  政  調  査  報  告

文教厚生常任委員会

高  原  町内  灘  町

運営協議会開催状況…年２回 （税率算定時、予算編成時）

健康づくり事業
　あんま・はり・きゅう施術料助成
　　１回９００円　（年間48回限度）
　　　※22年度実績　1,875件　1,687,500円

人間ドック費用負担
　国保会計　１１，０００円／人　　
　　　※22年度実績　　285名　3,135,000円

特定健康診査　保健指導
　　　※22年度実績　集団健診343人、個別診断112人
　　　　特定保健指導者数67人
　　　　　　　　（動機付支援57人、積極的支援10人）

広報普及啓発…町広報誌で実施　月１回

運営協議会開催状況…年２回 （税率算定時、予算編成時）

健康づくり事業
　あんま・はり・きゅう施術料助成
　　１回９００円　（年間48回限度）
　　　※22年度実績　1,875件　1,687,500円

人間ドック費用負担
　国保会計　１１，０００円／人　　
　　　※22年度実績　　285名　3,135,000円

特定健康診査　保健指導
　　　※22年度実績　集団健診343人、個別診断112人
　　　　特定保健指導者数67人
　　　　　　　　（動機付支援57人、積極的支援10人）

広報普及啓発…町広報誌で実施　月１回
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世　　　  帯　　　  数

22年度末現在

22年度平均

未就学児 前期高齢者 70歳以上一般 70歳以上現役
並み所得者

未就学児 前期高齢者 70歳以上一般 70歳以上現役
並み所得者

総　　　　　　数

退職被保険者等

一 般 被 保 険 者

被
保
険
者
数

世　　　  帯　　　  数

総　　　　　　数

退職被保険者等

一 般 被 保 険 者

被
保
険
者
数

保険税収納率（平成22年度）

保険税率（22年度）

国保医療費（22年度）

医療費の負担区分 （単位：円，％）

医　　療　　費
左の内訳（負担区分） 高　 　額

療  養  費
給付率

実質一部

負担割合

一人当たり

医   療   費保険者負担分 一部負担金 他法負担分

一　般

退　職

一　般

退　職

一　般

退　職

現　 　年　 　分

調 定 額 収 納 額 収 納 率

滞  納  繰  越  分

現　　 年　 　分

滞  納  繰  越  分

現　 　年 　　分

滞  納  繰  越  分

計

医 療 給 付 費 分

所 得 割

医療費（単位：千円）

一　般 退　職 計 一　般 退　職 計

医療費（一人当たり円）

資 産 割 均 等 割 平 等 割

介 護 納 付 金 分

後期高齢者支援金分

一
般
分

一
般
被
保
険
者
分

療
養
給
付
費

療
養
費

計

計

退
職
者
分

合  

計

2,080

3,629 127

126

603

603

12

12

1

3,386

1,115

1,115

243

2,100

262,270,882

90,624,055

22,171,858

284,442,740

92,987,272

377,430,012

1,022,644

1,202,036,521

79,802,760

8,278,151

1,211,463

1,210,314,672

81,014,223

1,291,328,895

880,083,309

55,825,518

6,118,802

848,000

886,202,111

56,673,518

942,875,629

280,100,602

23,109,074

1,846,024

363,463

281,946,626

23,472,537

305,419,163

41,852,610

868,168

313,325

0

42,165,935

868,168

43,034,103

83.7

79.3

73.9

70.0

83.7

79.2

83.4

12.8

19.6

22.3

30.0

12.9

19.8

13.3

347,209

354,679

2,391

5,384

349,600

360,063

350,238

126,245,914

7,449,775

126,245,914

7,449,775

133,695,689

64,175 1,086,819 295,391 285,222 294,771

2,363,217

242,280,692

14,198,842

21,504,348

263,785,040

14,617,921

278,402,961

419,079

92.38

15.67

96.99

92.74

15.72

73.76

8.12％

1.40％

2.30％

34.11％

6.08％

10.33％

23,806 円

4,333 円

8,884 円

18,008 円

3,278 円

5,049 円 介護保険第 2 号被保険者分

17.73

3,687 117

117

627

627

10

10

0

3,462

1,161

1,161

225

高
原
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
状
況
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世　　　  帯　　　  数

22年度末現在

22年度平均

未就学児 前期高齢者 70歳以上一般 70歳以上現役
並み所得者

未就学児 前期高齢者 70歳以上一般 70歳以上現役
並み所得者

総　　　　　　数

退職被保険者等

一 般 被 保 険 者

被
保
険
者
数

世　　　  帯　　　  数

総　　　　　　数

退職被保険者等

一 般 被 保 険 者

被
保
険
者
数

保険税収納率（平成22年度）

保険税率（22年度）

国保医療費（22年度）

医療費の負担区分 （単位：円，％）

医　　療　　費
左の内訳（負担区分） 高　 　額

療  養  費
給 付 率

実質一部

負担割合

一人当たり

医   療   費保険者負担分 一部負担金 他法負担分

一　般

退　職

一　般

退　職

一　般

退　職

現　 　年　 　分

調 定 額 収 納 額 収 納 率

滞  納  繰  越  分

現　　 年　 　分

滞  納  繰  越  分

現　 　年 　　分

滞  納  繰  越  分

計

医 療 給 付 費 分

所 得 割

医療費（単位：千円）

一　般 退　職 計 一　般 退　職 計

医療費（一人当たり円）

資 産 割 均 等 割 平 等 割

介 護 納 付 金 分

後期高齢者支援金分

一
般
分

一
般
被
保
険
者
分

療
養
給
付
費

療
養
費

計

計

退
職
者
分

合  

計

3,717

6,662 212

212

943 34

0

6,247

2,114

415

3,689

591,430,019

162,127,171

47,302,584

638,732,600

165,185,410

803,918,010

1,771,396

1,739,144,033

164,484,410

32,251,609

2,020,292

1,771,395,642

166,504,702

1,937,900,344

1,272,793,438

115,016,011

23,660,260

1,414,171

1,296,453,698

116,430,182

1,412,883,880

387,226,277

43,965,267

7,534,376

606,121

394,760,653

44,571,388

439,332,041

79,124,318

5,503,132

1,056,973

0

80,181,291

5,503,132

85,684,423

82.4

79.5

73.4

70.0

82.3

79.4

82.0

13.0

17.2

23.4

30.0

13.2

17.3

13.6

279,022

407,140

5,174

5,001

284,196

412,140

291,984

160,523,929

15,709,840

160,523,929

15,709,840

176,233,769

166,505 1,937,901 284,196 412,141 291,984

3,058,239

546,241,455

23,842,731

45,990,799

592,232,254

24,606,811

616,839,065

764,080

92.36

14.71

97.23

92.72

14.9

76.73

7.10％

1.70％

1.20％

20.10％

3.30％

3.60％

30,000 円

4,800 円

8,400 円

25,200 円

3,600 円

4,800 円 介護保険第 2 号被保険者分

24,98

6,637 237

237

913

913

32

32

0

6,233

2,121

2,121

404

内
灘
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
状
況
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医療法人 豊寿会 川井田医院
理事長　川井田　繁 TEL42-2000

【介護サービス事業】デイサービス、グループホーム３ユニット（定員２７名）

　　　　　　　　　　介護療養型医療施設（１０床）

　平成元年４月に川井田医院を開設して２４年目を迎えます。平成１２年に

開設したグループホームは西諸地域で１番最初のグループホームです。

　今後も高原町民の方々のお役に立つサービスを提供していきたいと思って

おります。

　介護についてお悩みやご相談がありましたら、お気軽にお寄りください。

　
新
燃
岳
噴
火
か
ら
一
年
が
過
ぎ
、

現
在
も
終
息
ど
こ
ろ
か
、
い
つ
噴

火
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　
又
一
方
で
は
東
海
、
東
南
海
、

日
向
灘
を
含
め
た
南
海
地
震
も
大

き
な
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
常

日
頃
か
ら
思
わ
ぬ
災
害
に
備
え
非

常
時
持
ち
出
し
物
、
あ
る
い
は
心

の
準
備
も
し
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。

　
さ
て
、
議
会
も
新
体
制
に
な
っ

て
早
一
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
通
年
議
会
や
議
会
基
本
条

例
の
制
定
に
向
け
、
皆
様
と
の
意

見
交
換
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

計
画
な
ど
少
し
で
も
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
、
議
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
政
発
展
の
た
め
、

よ
り
活
発
な
意
見
を
出
し
合
い
是

々
非
々
で
議
論
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
貴

重
な
ご
意
見
等
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　  

前  

原  

淳  

一

グループホーム
グループホーム食事風景

体操風景
デイサービス

グループホーム夏祭り

初詣の様子

※

前
回
、第
37
号
編
集
後
記
の
答
え

・
四
月
一
日
さ
ん
↓
わ
た
ぬ
き
サ
ン

・
八
月
一
日
さ
ん
↓
ほ
づ
み
サ
ン

さ
て
、
何
て
読
む
？
？
？
…

・
・
・
で
し
た
。
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